
２０Kami

１０月３０日（土）～１２月１９日（日)

休館日／毎週月曜日(月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館）

市川雅彦展
－ここに在るということ－

▲空旅▲生・２０２１ ▲ここに

『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、新生児訪問の際
にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

『ぷらっとホームMoku』のご協力により、南国市十市パークタウ
ン内で木のギフトを手に取ってご覧いただけるようになりました。

←場所等はこちらを

　ご覧ください

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

中島向陽くん
　現在７カ月の息子が、いただいた木のギフトを
興味深そうに手に取り、楽しく遊んでいます！
　これから、積み木を積めるようになるのもすご
く楽しみです^ ^
　角に丸みがあり安全ですし、積み木のひとつに
は名前も入れてくださって感動しています！素敵
なプレゼントを本当にありがとうございました。

※香美市から木のギフ

トを受け取られた皆さ

んからのご感想、写真

を募集しています。

　投稿者の氏名、写真、

写真に映っている方の

名前(ペンネームで構

いません)、感想を、

下記メールアドレスま

でお送りください。

　

市
川
雅
彦
は
昭
和
32
年

（
１
９
５
７)

中
土
佐
町
に
生

ま
れ
、
京
都
市
立
芸
術
大
学

を
卒
業
後
、
教
職
に
就
き
、

現
在
は
中
土
佐
町
立
美
術
館

の
館
長
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
２
年
東
京
セ
ン
ト

ラ
ル
美
術
館
日
本
画
大
賞
展

を
は
じ
め
、
創
画
会
展
な
ど

に
入
選
を
重
ね
、
１
９
８
６

年
県
展
特
選
大
賞
を
受
賞
、

１
９
９
８
年
無
鑑
査
に
な
り

ま
し
た
。

　

郷
土
文
化
会
館
賞
展
に
も

出
品
を
続
け
、
個
展
、
グ
ル

ー
プ
展
を
多
数
開
催
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
後
進
の
指
導

に
あ
た
り
、
高
知
の
日
本
画

界
を
牽
引
し
て
い
る
存
在
で

す
。

　

こ
う
し
た
市
川
雅
彦
の
作

品
を
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　

(

館
長　

都
築
房
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き

い
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を
も
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あ
ま
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数
多
ま
つ
コ
ロ
ナ
の
注
射
青
葉
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伊
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清
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成
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け
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あ
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翔
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イ
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ト
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カ
ー
ニ
バ
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明
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韮
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が
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か
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八
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の
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て
Ｂ
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カ
ン
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華
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蜜
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だ
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立
つ
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草
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人
目
で
追
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日
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出
前
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遣
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な
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い
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梅
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米
兵
の
呉
れ
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チ
ョ
コ
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戦
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そ
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日
々
草
葉
を
巻
き
耐
ゆ
る
炎
暑
来
し

小
野
川
順
子

　
　

   
    

  　
　
　
　

          

頭
上
に
て
一
際
激
し
蝉
の
声

中
内
ゆ
か
り

か
ね
た
た
き                                                 　
　
　
　
　

  　
　
　
　

     

鉦
叩
宵
の
口
か
ら
鳴
き
は
じ
め

前
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芳
子                                            

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

忍
び
よ
る
コ
ロ
ナ
の
恐
怖
夏
至
の
雨

高
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米
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お
旅
所
の
幼
馴
染
み
の
緑
蔭
は

甲
藤　

卓
雄           

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆

　
　
　
　

　
　

　
　
　

   

墓
洗
ひ
終
へ
て
海
風
山
の
風
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真
紀
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し
ゅ
う
り
ん
う

筆
山
の
ひ
ね
も
す
見
え
ず
秋
霖
雨

岡
本　

敏
子

蝉
の
声
九
十
三
年
生
き
て
聞
く

黒
岩
千
英
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

              

孫
の
手
に
土
産
の
西
瓜
重
た
す
ぎ

小
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昇

　
　

　
　
　
　

      

兎
毛
の
筆
意
に
適
ふ
夏
書
か
な

杉
山　

春
萌

初
秋
や
コ
ロ
ナ
に
な
り
し
夢
を
見
る

津
田
吾
燈
人

ひ
ぐ
ら
し                                          
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史
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に
出
る

前
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祈
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の
し
じ
ま
や
夏
の
逝
く
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崎
た
だ
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桃
の
香
や
居
間
に
落
ち
つ
く
独
り
か
な

宗
石　

愛
喜

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

稲
の
花
香
北
は
ほ
ん
に
農
ゆ
た
か

森
本　

之
子

                                         　
　

                 

読
み
耽
り
カ
ナ
カ
ナ
に
知
る
夜
明
け
か
な

山
崎
か
ず
み

　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

夏
の
夜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
夜
更
し
す

山
中　

明
石

FAX

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

53

・

５
９
５
８

今
月
の
キ
ラ
リ

広
報
委
員
会

曼
珠
沙
華
笠
子
地
蔵
の
赤
い
べ
べ

　

地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
る
お
地
蔵
様
な
の
だ
ろ
う
、

頭
に
は
笠
を
体
に
は
赤
い
べ
べ
（
赤
い
毛
糸
の
肩
掛

け
か
も
？
）
を
着
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
笠
子

地
蔵
の
ま
わ
り
一
面
燃
え
る
よ
う
な
赤
い
曼
珠
沙
華
。

香
美
市
の
何
処
か
で
出
会
え
そ
う
な
秋
の
季
節
な
ら

で
は
の
美
し
い
一
句
。
昔
ば
な
し
の
『
笠
地
蔵
』
を

ふ
と
、
思
い
出
し
ま
し
た
。


